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１．はじめに(問題意識) 

(１)現代アフリカの課題：自由と民主主義への脅威拡大懸念

① 民主的取組制限農業(新植民地)

② 巨大資金背景非民主主義国農業

・アフリカは貧富格差大(ジニ係数大,表 1)⇒非民主主義国開発

進展に伴い非民主主義思想貧困層拡大懸念(灌漑局同時期在任非

民主主義国専門家は局長へ Mao Zedong と記載赤表紙本譲渡) 

(２)目的（対応策）

・自由と民主主義堅守のため、農業分野での民主主義強靭化事例をアフリカ全体発信

⇒底辺貧困層非民主主義思想拡大防止：アフリカは国数 50 以上で世界的影響力大

・世界的穀物危機⇒食料安全保障確保重要性(新自由主義グローバリズム課題明白化)

・対応事例提示：わが国無償灌漑取組＝民主的取組による農業農村継承と収益確保

２．民主的農業再建とは＝国民参加型農業再建意識醸成運動と民主的住民参画 

(１) ワークショップ（WS）実施：土地改革による農業形態変貌⇒ドナー支援再開に

際し国民全体参画による主体的運営管理⇒国民全体での農業再建意識醸成

(２) WS 概要：A．国民全体、B．農業省、C．農家の段階別テーマ設定意識醸成(表 2)

表 1 アフリカ主要各国と

日本のジニ係数(2020)3) 

国名 ジニ係数 

ジンバブエ 0.432 

南アフリカ 0.625 

イギリス 0.324 

アメリカ 0.45 

日本 0.379 

わが国無償 民主的取組制限農業 非民主主義国開発 

民主的取組、

農家尊厳 

農家尊厳重視 企業利益優先、農家尊厳制

限、新植民地 

非民主主義国利益優先，

農家尊厳無視(隷属) 

食料安全保障 確保 未確保 未確保 

換金作物導入 食料安全保障確

保、農家主体 

民間企業主体（民間企業と

の契約栽培） 

非民主主義国主体、非民

主主義国決定 

収益 向上 大幅向上 向上 

農村社会継承 地域住民参加、

共同体対応 

共同体対応，農地活用制限

で耕作放棄発生 

非民主主義国の事実上の

直轄地 

不測事態発生

時 

政府および地域

共同体対応 

・耕作放棄地発生、気候変

動被災、食料安全保障未確

保で WFP 支援、飢餓懸念 

？(非民主主義国の事実上

の直轄地のため不明) 

段
階

A.国民全体 WS

国民全体農業再建意識醸成 

B.農業省 WS

国家灌漑政策 

C．農家 WS 

農家意識醸成 
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３．わが国無償灌漑での最新技術活用民主主義強靭化農業開発(図 1) 

・関係者全体参画民主的取組農業農村継承事例提示 

・無償灌漑による強靭な基盤整備と食料安全保障確保整備

⇒無償地区周辺は世界的食料危機の影響なし，気候変動

被災回避(2019 年サイクロン・イダイ襲来、マラウイ・

ジンバブエ東部・モザンビーク災害、死者行方不明多） 

・最新技術(インフラ施設，DX 他)活用 

・地域資源有効活用、循環型社会形成、SDGs 

 

４. おわりに：アフリカ民主主義強靭化と人間の尊厳尊重

わが国無償灌漑事例 TICAD 発信 

（１）わが国の世界的役割：現在の危機は、民主主義を強靱

化していくうえでの重要な機会（JICA田中理事長のインタビ

ュー） 

（２）インフラストラクチャー、サプライチェーン、共同体

強靭化による民主的農業農村継承事例 TICAD 発信 

（３）人間の尊厳尊重の民主主義堅守歴史上の偉人発信 

・ネルソン・マンデラ(1918 生),ロバート・ムガベ(1924

生)、マハトマ・ガンディー(1869 生)， 

・「塩の行進」1930：人間の尊厳尊重 

（４）共存共栄、四方皆同胞の平和と繁栄精神発信 
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対
象
者 

農業関係団体、農家、水機

構、電力機構、ドナーや農家 

政府(灌漑局・

地方局等)職員 

農家(水利組合) 

灌漑局、普及局、機械化局、市

場機構、水機構、地方組織等 

テ
ー
マ 

灌漑整備、農業生産、収益、

電気代等国民全体の関心事項 

灌漑手法、市

場、作物等 

水利費、電気代、維持管理手法

等、農家関心事項 

 

図 1 最新技術活用民主主義強靭化農業開発支援図

（民主主義強靭化図）   

社会的共通資本の重要性とグローバルフードバリ

ューチェーン，水土の知第 89 巻第 4 号 p19(2021)

図-2 を一部加筆修正 

※元 JICA 専門家ジンバブエ(2012‐15)，元 JICA 農村開発部兼資金協力部参事役(2015‐16) 

 キーワード：農村計画，社会計画 
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水利組合（IMC）
1.灌漑スキームの管理調整，2.秩序と規

制作り，3.課題の議論，4.問題発生時対

応，5.水利費と電気代徴収，6 .圃場内
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２．サプライ

チェーン強靭化

・市場情報収集・

分析

・流通・運搬改善

強靭化

・SHEP推進

・販売網・戦略強

化

・資金情報収集・

強化

１．インフラスト

ラクチャー強靭

化

・農地・水等農

業基盤整備推

進

・情報インフラ

整備推進

・ICT導入

３．共同体強靭化

・維持管理等水利組合機能強化、情報技術活用によるコミュニ

ケーション活性化、共同体の信頼関係醸成、規則明確化・不測

事態対応強化

１．水配分管理，２．灌漑施設建
設，３．灌漑施設維持管理
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